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◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

明
後
日
の
十
一
月
七
日
は
、

立
冬
（
り
ぅ
と
う
）
で
す
。 

暦
の
上
で
は
、
冬
を
迎

え
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

節
分
は
、
年
に
四

回
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
皆
様
、
御
存
知
（
ご
ぞ
ん
じ
）

で
し
ょ
う
か
。 

一
陽
来
復
（
い
ち
よ
う
ら
い
ふ
く
）

す
れ
ば
春
と
な
る
、
そ
の
年
中
用
事
（
ね
ん
ち
ゅ
う
ぎ

ょ
う
じ
）
と
も
い
え
る
二
月
の
節
分
行
事
が
、
余
り
に

も
、「
日
本
人
の
生
活
の
古
典
」
と
し
て
根
づ
い
て
い
る

も
の
で
す
か
ら
、
な
ぜ
、
四
回
と
不
思
議
に
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

実
は
、
立
春
・
立
夏
・
立
秋
・

立
冬
の
前
日
は
、
節
分
で
す
。 

し
た
が
い
ま
し
て
、

明
日
は
、
今
年
最
後
の
節
分
で
す
。 

私
共
は
、
立
夏

と
立
冬
で
、
祭
典
で
着
装
（
ち
ゃ
く
そ
う
）
す
る
装
束

（
し
ょ
う
ぞ
く
）
の
衣
更
（
こ
ろ
も
が
え
）
を
し
て
お

り
ま
す
。 

平
安
時
代
の
お
公
家
（
く
げ
）
さ
ん
は
、

四
月
の
袷
（
あ
わ
せ
）
を
皮
切
（
か
わ
き
）
り
に
、
十

月
の
練
絹
（
ね
り
ぎ
ぬ
）
の
綿
入
（
わ
た
い
）
れ
ま
で
、

年
七
回
も
衣
更
え
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

江
戸

時
代
か
ら
、
四
月
一
日
、
十
月
一
日
を
も
っ
て
春
夏
の

衣
を
か
え
る
日
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

当
宮
の
衣
更

え
を
立
夏
立
冬
と
し
た
の
は
、
私
が
宮
司
に
就
任
（
し

ゅ
う
に
ん
）
し
て
初
め
て
迎
え
た
、
平
成
十
七
年
の
立 

     

冬
か
ら
で
す
。 

近
年
の
立
夏
と
立
冬
の
衣
更
え
が
、

折
節
（
お
り
ふ
し
、
季
節
の
こ
と
で
す
。）
の
移
ろ
い
に
、

ピ
ッ
タ
リ
と
一
致
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
あ
ま
り

喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

秋
と
い
う
季
節

が
、
遅
く
訪
れ
、
せ
か
さ
れ
る
よ
う
に
、
冬
へ
と
う
つ

り
か
わ
り
、
し
か
も
、
酷
暑
、
厳
冬
、
確
実
に
、
秋
の

季
節
が
短
く
な
っ
た
と
感
じ
る
か
ら
で
す
。 

そ
れ
も

そ
の
は
ず
で
、
国
連
の
グ
テ
レ
ス
事
務
総
長
は
、「
気
候

危
機
は
人
類
に
対
す
る
赤
信
号
」、「
警
告
の
き
ざ
し
は
、

も
は
や
見
過
ご
せ
な
い
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
」
と
仰

（
お
っ
し
ゃ
っ
）
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
今
世
紀
末

に
は
、
人
類
が
住
め
な
い
死
の
地
帯
が
大
幅
に
ふ
え
る

と
ま
で
仰
（
お
お
）
せ
で
す
。 

確
か
に
近
年
は
、
気

温
が
、
全
国
各
地
で
過
去
最
高
を
更
新
し
て
い
ま
す
。 

少
し
、
お
お
げ
さ
で
す
が
、
違
和
感
の
な
い
衣
更
え
に
、

気
候
危
機
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。 

 
 

◇
さ
て
、
お
待
た
せ
致
し
ま
し
た
、
宮
司
プ
レ
ス
第
百

七
十
九
号
の
発
行
で
す
。 

十
一
月
の
こ
と
を
「
霜
月

（
し
も
つ
き
）」
と
称
（
し
ょ
う
）
し
ま
す
が
、
諸
説

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、「
下
（
し
も
）
つ
月
」
が
由
来

（
ゆ
ら
い
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

二
ヶ
月
併
記
（
へ

い
き
）
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
余
す
と
こ
ろ
一
枚
と
な

り
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
振

り
回
さ
れ
な
が
ら
、
生
活
環
境
も
大
き
く
変
容
を
余

儀
（
よ
ぎ
）
な
く
さ
れ
な
が
ら
の
、
今
年
こ
れ
ま
で

の
十
ヶ
月
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

よ

う
や
く
、
感
染
症
の
拡
大
は
下
火
と
な
り
、
経
済
活

動
は
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
再
開
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、「
第
六
波
」
の
到
来
（
と
う
ら
い
）

も
予
測
（
よ
そ
く
）
さ
れ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
弱
点
は
発
見
さ
れ
て
お

ら
ず
、
当
面
の
間
、
ウ
イ
ル
ス
と
の
共
存
が
必
要
な

よ
う
で
す
。 

当
た
り
前
の
日
常
の
訪
れ
は
、
ま
だ

ま
だ
時
間
を
要
（
よ
う
）
し
そ
う
で
あ
り
ま
す
。 

 

◇
今
月
二
十
三
日
の
当
宮
の
新
嘗
祭
（
に
い
な
め
さ

い
）、
さ
ら
に
は
、
二
十
五
日
の
六
連
島
八
幡
宮
の
新

嘗
祭
は
、
こ
の
一
年
間
の
神
様
の
御
神
恩
（
ご
し
ん

お
ん
）
に
、
感
謝
の
誠
の
心
を
捧
げ
る
、
大
切
な
お

祭
り
、
重
儀
（
じ
ゅ
う
ぎ
）
で
あ
り
ま
す
。 

今
あ

る
命
に
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
、
出
来
た
こ
と
、

出
来
な
か
っ
た
こ
と
、
ト
ラ
イ 

ア
ン
ド 

エ
ラ
ー

の
日
々
を
謙
虚
に
振
り
返
り
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
変

わ
ら
な
い
日
常
を
祈
る
の
で
す
。 

祈
り
の
語
源
は
、

「
斎（
い
）宣（
の
）
る
」な
の
だ
そ
う
で
す
。 

「
斎
」

は
、
身
も
心
も
清
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

「
宣

る
」
は
、
つ
つ
し
み
て
、
神
様
に
願
い
事
を
申
し
上

げ
る
、
祈
願
す
る
こ
と
で
す
。 

「
祈
り
は
欲
を
浄

化
（
じ
ょ
う
か
）
す
る
」
と
い
う
言
葉
が
示
し
て
い

る
よ
う
に
、
身
を
削
（
そ
）
ぐ
思
い
で
、
心
身
を
清
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め
、
そ
し
て
、
祈
願
申
し
上
げ
る
の
が
、
祈
り
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

「
お
祈
り
を
す
る
の
で
、

こ
の
よ
う
な
成
果
を
く
だ
さ
い
」
と
い
う
「
神
様
と

の
取
引
」
だ
っ
た
り
、「
神
様
が
願
い
を
聞
い
て
く
れ

な
か
っ
た
か
ら
、
こ
う
な
っ
た
」
と
、
恐
れ
お
お
く

も
、
不
平
不
満
を
言
上
（
ご
ん
じ
ょ
う
）
し
、
訴
（
う

っ
た
）
え
る
よ
う
な
こ
と
は
、
本
来
の
「
祈
り
」
の

姿
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

◇
神
社
神
道
は
、「
つ
な
が
り
の
宗
教
」
で
あ
る
と
、

常
々
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
神
様
に
つ
な
が
り
、
大

自
然
の
恵
み
に
つ
な
が
り
、
そ
し
て
、
大
切
な
人
々

と
つ
な
が
っ
て
、「
生
か
さ
れ
て
い
る
」
の
で
す
。 

そ
う
思
え
ば
、
大
自
然
と
の
向
き
合
い
方
、
日
々
の

暮
ら
し
も
善
き
方
向
へ
進
ん
で
い
く
よ
う
な
気
が

し
て
な
り
ま
せ
ん
。 

前
述
の
「
気
候
危
機
」
へ
の

関
心
も
深
ま
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

じ
つ
は
、
世
界
的
な
物
理
学
者
で
あ
る
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
も
、
そ
の
よ
う
な
感
情
を
「
宇
宙
的
宗
教
感

情
」
と
仰
っ
て
い
ま
す
。 

◇
詩
人
の
坂
村
真
民
さ
ん
は
、「
大
切
な
の
は 

か

つ
て
で
も
な
く 

こ
れ
か
ら
で
も
な
い 

一
呼
吸

一
呼
吸
の
今
で
あ
る
」
と
い
う
詩
を
残
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。 

臨
済
宗
（
り
ん
ざ
い
し
ゅ
う
）
の 

 

臨
済
録
（
り
ん
ざ
い
ろ
く
）
に
、「
隋
処
主
作
（
ず
い

し
ょ
し
ゅ
と
な
れ
ば
） 

立
所
皆
真
（
た
つ
と
こ
ろ

み
な
し
ん
な
り
）」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

「
今
、

与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
全
力
を
つ
く
し
な
さ
い
、

き
っ
と
、
必
ず
、
上
手
く
い
き
ま
す
よ
」
と
い
う
意

味
で
す
。 

私
も
、
祭
典
厳
修
に
つ
と
め
、
し
っ
か

り
と
、「
斎
宣
（
い
の
）
り
」
を
捧
げ
て
ま
い
り
ま
す
。 

皆
様
方
も
、
こ
れ
か
ら
も
、
い
ま
少
し
辛
抱
が
必
要

で
す
が
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
仰
っ
た
「
宇
宙
的

宗
教
感
情
」
を
忘
れ
ず
に
、
一
呼
吸
一
呼
吸
の
今
、

与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
全
力
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。 

き
っ
と
、
必
ず
、
素
晴
ら
し
い
日
々
と
な
り
ま
す
よ

う
に
。 

◇
十
月
の
祭
典
行
事
予
定
（
報
告
も
含
む
） 

 

▼
月
次
祭 

＊
十
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
貴
布
禰
神
社
月
次
祭 

＊
十
月
一
日 

 

▼
六
連
島
八
幡
宮
秋
季
例
大
祭 

 
 

＊
十
月
四
日
～
五
日 

 
▼
田
の
首
八
幡
宮
秋
季
例
大
祭 

 
 

＊
十
月
九
日
～
十
日 

 

▼
下
関
市
青
年
神
職
会
正
式
参
拝 

 
 

＊
十
月
十
二
日 

 

▼
舞
子
島
八
幡
宮
例
祭 

＊
十
月
十
五
日 

 

▼
明
神
社
例
祭 
＊
十
月
十
五
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
十
月
二
十
一
日 

 

▼
秋
季
例
大
祭 

＊
十
月
二
十
二
日
～
二
十
四
日 

 
 

※
サ
イ
上
り
神
事 

＊
十
月
二
十
四
日 

◇
十
月
の
宮
司
動
静
報
告 

 

▼
彦
島
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

□
敬
神
婦
人
会
清
掃
奉
仕
作
業
＊
十
月
十
七
日 

 
 

□
秋
祭
奉
仕
者
説
明
会 

＊
十
月
二
十
日 

▼
山
口
県
神
社
庁
関
係 

 
 

□
顧
問
参
与
会 

＊
十
月
六
日 

 
 

□
講
演
講
師
養
成
講
習
会 

＊
十
月
六
日 

□
神
社
庁
役
員
会 

＊
十
月
十
三
日 

◇
十
一
月
の
祭
典
行
事
予
定
（
報
告
も
含
む
） 

 

▼
月
次
祭 

＊
十
一
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
貴
布
禰
神
社
月
次
祭 

＊
十
一
月
一
日 

 

▼
明
治
祭 

＊
十
一
月
三
日 

 

▼
龍
宮
神
社
例
祭 

＊
十
一
月
三
日 

 
 
 

※
弟
子
待
町
に
鎮
座
す
る
龍
神
さ
ん
を
祀
（
ま

つ
）
る
神
社 

 

▼
新
嘗
祭 

 
 

◆
彦
島
八
幡
宮 

 

＊
十
一
月
二
十
三
日 

 
 

◆
六
連
島
八
幡
宮 

＊
十
一
月
二
十
五

日 

◇
十
一
月
の
宮
司
動
静
報
告 

 

▼
彦
島
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

□
奉
賛
会
行
事
委
員
会 

 
 
 

◆
総
代
会 

＊
十
一
月
二
十
三
日 

◆
奉
賛
会
行
事
委
員
会 

 
 
 
 

※
大
注
連
縄
（
お
お
し
め
な
わ
）
お
ろ
し
の

稲
藁
（
い
な
わ
ら
）
刈
取
作
業
（
市
内
菰

生
野
の
野
村
様
田
圃
（
で
ん
ぽ
） 

 
 
 
 

＊
十
一
月
二
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
関
係 

 
 

□
下
関
支
部
神
宮
大
麻
頒
布
始
祭 

＊
十
一
月
四
日 

 
 
 

□
神
社
関
係
者
大
会 

＊
十
一
月
二
十
九
日 


